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次は、パート２ 疾患と治療です。 
 
 

統合失調症の症状とは？
陽性症状 幻覚妄想、誰かに支配されている など
陰性症状
・やる気がでない ・感情が感じられない
・人と関わりたくない ・会話が少ない
認知機能障害
・覚えられない ・考えがまとまらない
・思ったように話せない
・認知の歪み
極端に他人のせいにする
他人が自分と違う信念をもつことを理解できない
少ない情報で確信をもつ など
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約半数の方にみられます＊
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統合失調症の主な症状には、陽性症状、陰性症状、認知機能障害があります。陽性症状

とはもともとなかったのに現れる症状で、幻覚妄想などです。陰性症状とはもともとあったも

のが乏しくなるもので、やる気がでない、感情を感じられないといった症状があります。 
認知機能障害は約半数でみられると言われています。覚えられない ・考えがまとまらな

い・思ったように話せない 、極端に他人のせいにする・他人が自分と違う信念をもつことを

理解できない・少ない情報で確信をもつ などで、コミュニケーションや仕事に支障をきたす

と言われています。 
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統合失調症の経過

エ
ネ
ル
ギ
ー

時間

前兆期 急性期 休息期 回復期

 

 
統合失調症の典型的な経過としては、活動エネルギーが急に高くなる「急性期」があり、幻

覚妄想などの陽性症状が出ます。そこで薬物治療が始まり、陽性症状は比較的治まってき

ます。急性期の治療が通院で対応が難しい場合は、入院することもあります。陽性症状が

治まると、一般的には活動エネルギーが落ちる休息期に入り、その後、ゆっくりと回復に向

かいます。 
 

パート2 疾患と治療

初発精神病性障害*：幻覚、妄想、興奮、昏迷、緊張病
症状などの著しい行動障害を初めて呈した状態

再燃*：寛解もしくは部分寛解で安定した状態
が3-6か月以上経過した後に、悪化した状態

＊日本神経精神薬理学会：統合失調症薬物治療ガイドー患者さん・ご家族・支援者のために, 2018 23  

 

しかし、実際には、長期経過は人によって異なります。 
初発の症状が一度だけでおさまるという方は多くなく、 
一度安定した状態が続いていても、また悪化をすることも珍しくありません。 
病気は、治るという捉え方よりも、一生付き合っていく、慢性疾患だと考えるとよいでしょう。 
 



本人の状態

退院後すぐ
少し元気になる

デイケアなど

地域に出たい
社会参加

働いてみたい

日中活動の場
（地域活動支援センターなど）

就労支援
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訪問看護、家事援助、通院等介助

サービス＊ここで書いているサービスは目安であり、人によって異なります

薬物療法

統合失調症の治療

 

 

治療には、薬物療法だけでなく、リハビリテーションも行われます。 
統合失調症では、病状が安定しても抗精神病薬を服薬することで再発を予防できる可能性

が高くなることが明らかになっています。病院で行っているデイケア、日中の居場所である

地域活動支援センター、働く準備としての就労支援などがあります。また、家に訪問して相

談にのってくれる訪問看護や、家事を手伝ってくれるヘルパー、通院を介助してくれるサー

ビスもあります。 
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パート２が終わりました。次はパート３です。

 

 

パート２が終わりました。次はパート３です。 

 


